
 

  
こども府中はかせ １２ 

 

府中の道
みち

 

 

こども府中はかせ９「府中の街
かい

道
どう

」では、甲
こう

州
しゅう

街
かい

道
どう

や鎌
かま

倉
くら

街
かい

道
どう

のような 

ほかの街
まち

へ通
つう

じる大きな道
どう

路
ろ

や、人
ひと

見
み

街
かい

道
どう

や御
お

茶
ちゃ

屋
や

街
かい

道
どう

のように歴
れき

史
し

が 

ある道
みち

を取
と

りあげましたね。 

そこで今
こん

回
かい

はみんなが普
ふ

段
だん

の生
せい

活
かつ

でよく使
つか

う、より身
み

近
ぢか

な「府中の道
みち

」に

ついて見
み

ていきましょう。 

 

左側写真：けやき並
なみ

木
き

と 桜
さくら

通
どお

りの交
こう

差
さ

点
てん

から大
おお

國
くに

魂
たま

神
じん

社
じゃ

の方
ほう

を望
のぞ

む 

右側写真：けやき並木
な み き

にあった京
けい

王
おう

線
せん

の踏
ふみ

切
きり
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ぼくが知
し

っている道
みち

の名前とは違
ちが

うところもあるよ。 

同
おな

じ道
みち

でも時
じ

代
だい

によって呼
よ

び方
かた

が変
か

わるんだね。 

なかには場
ば

所
しょ

が変
か

わったり、無
な

くなってしまう道
みち

もあるんだよ。 

小金井街道 

西武多摩川線 

JR 南武線 

府中街道 京王線 

甲州街道 
番場北裏道 本宿南裏道 

本宿北裏道 

綿屋道 

内藤道 

大山道 

東大山道 

八幡道 
細馬 

横街道 

庚申道 

芝間道 
下河原道 

御猟場道 

京所道 

停車場道 

郡役所通り 

奈良橋道 

小田分道 

渡し道 田んぼ道 

いかだ道 

駆馬 

浅間山 

※それぞれの地
ち

図
ず

は、国
こく

土
ど

地
ち

理
り

院
いん

のウェブサイト（https://maps.gsi.go.jp/）から
 

引
いん

用
よう

・加
か

工
こう

をしています。 
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奈
な

良
ら

橋
はし

道
みち

 

『奈
な

良
ら

橋
はし

道
みち

』は、市内の北部（武蔵台 3 丁目辺
あた

り）を北西 

に向かって斜
なな

めに通
とお

っている道です。この道は 東
ひがし

大和
や ま と

市
し

奈
な

良
ら

 

橋
はし

まで続
つづ

いていたことから『奈
な

良
ら

橋
はし

道
みち

』と呼
よ

ばれていました。 

市内の北部を東西に通
とお

っている『多
た

喜
き

窪
くぼ

通
どお

り』の「武蔵台 2 

丁目交
こう

差
さ

点
てん

」辺
あた

りから北西に進
すす

み『新
しん

府
ふ

中
ちゅう

街
かい

道
どう

』を越
こ

えた市
し

 

境
ざかい

までが『奈
な

良
ら

橋
はし

道
みち

』です。 昭
しょう

和
わ

57（1982）年 4 月に府 

中市によって名
めい

称
しょう

が認
にん

定
てい

されて現
げん

在
ざい

は『奈
な

良
ら

橋
はし

通
どお

り』の名
めい

称
しょう

 

で呼
よ

ばれています。
 

 

また、 東
ひがし

大和
や ま と

市
し

には『府
ふ

中
ちゅう

道
みち

』という名前の道があったよ 

うです。 東
ひがし

大和
や ま と

市
し

内
ない

で『青
お

梅
うめ

街
かい

道
どう

』と『新
しん

青
お

梅
うめ

街
かい

道
どう

』（むかしは江
え

戸
ど

街
かい

道
どう

と呼
よ

ばれていました）が出会う

「奈
な

良
ら

橋
はし

庚
こう

申
しん

塚
づか

交
こう

差
さ

点
てん

」の近くには小
こ

高
だか

い塚
つか

があって、その上に庚
こう

申
しん

供
く

養
よう

塔
とう

があり、道しるべとしての役
やく

割
わり

もしていました。これは 享
きょう

保
ほう

11（1726）年に置
お

か 

れたもので、台
だい

石
いし

には「 南
みなみ

府
ふ

中
ちゅう

道
みち

」と刻
きざ

まれていて、 

この付
ふ

近
きん

から府中へ向かう人がいたことが分かります。 

昭
しょう

和
わ

42（1967）年に『新
しん

青
お

梅
うめ

街
かい

道
どう

』の道を広くする 

工事が行われた時、この庚
こう

申
しん

供
く

養
よう

塔
とう

は 東
ひがし

大和
や ま と

市
し

内
ない

にある 

雲
うん

性
しょう

寺
じ

（ 東
ひがし

大和
や ま と

市
し

奈
な

良
ら

橋
はし

1 丁目）の山
さん

門
もん

の下に移
うつ

され 

ました。この他
ほか

に「麁
あら

絵
え

図
ず

」という古
ふる

い絵
え

図
ず

には「府
ふ

中
ちゅう

 

道
みち

」と書
か

かれている道が他
ほか

にもあります。もしかすると 

府中と奈
な

良
ら

橋
はし

の 間
あいだ

には人々の交
こう

流
りゅう

が多かったのかもし 

れません。
 

 

 

 

 

  

庚
こう

申
しん

・・・むかしは干
え

支
と

を使って日にちを数えていました。その 57 番目に巡
めぐ

ってくる日が「庚
こう

申
しん

」

です。この日に行なわれた民
みん

間
かん

信
しん

仰
こう

が、江
え

戸
ど

時
じ

代
だい

に広がった「庚
こう

申
しん

信
しん

仰
こう

」です。「三
さん

尸
し

」という虫が

人の体から抜
ぬ

け出して、その人の悪
あく

事
じ

を伝
つた

えるとか、その虫が寿
じゅ

命
みょう

を縮
ちぢ

めるともいわれており、こ

れを避
さ

けるために一
ひと

晩
ばん

中
じゅう

起
お

きて、 行
ぎょう

事
じ

を行います。仏
ぶっ

教
きょう

では 青
しょう

面
めん

金
こん

剛
ごう

を、神
しん

道
とう

では猿
さる

田
た

彦
ひこ

を祀
まつ

り、塚
つか

や供
く

養
よう

塔
とう

がつくられることもあります。 

＜奈良橋庚申塚交差点＞ 

新青梅街道 

(江戸街道) 

● ＜庚申供養塔があった場所＞ 

＜雲性寺＞ 

＜東大和市立第一小＞ 

＞ ＜東大和市立第一中＞ 

＞ 

＜東大和市奈良橋付近の地図＞ 
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新
府
中
街
道 

＜内藤橋＞ 

＜都立小児総合医療ｾﾝﾀｰ＞ 

＜奈良橋道由来碑＞● 

武
蔵
野
線 

中央線 

国分寺市 

＜武蔵台 2 丁目交差点＞ 

＜都立多摩総合医療ｾﾝﾀｰ＞ 



庚
こう

申
しん

道
みち

 

『庚
こう

申
しん

道
みち

』は『甲
こう

州
しゅう

街
かい

道
どう

』沿
ぞ

いにある熊
くま

野
の

神
じん

社
じゃ

の西
にし

側
がわ

の「西 

府町二丁目交
こう

差
さ

点
てん

」から北へ進
すす

み、『内
ない

藤
とう

道
みち

』との分
ぶん

岐
き

点
てん

にある庚
こう

 

申
しん

塔
とう

のある場
ば

所
しょ

から北西へ向かう道です。この道の名前は庚
こう

申
しん

塔
とう

 

に由
ゆ

来
らい

しますが、他
ほか

にも『わらつけ道』『いな道』『寺
てら

道
みち

』の名が 

あります。小
こ

平
だいら

市
し

小
お

川
がわ

町
まち

や立
たち

川
かわ

市
し

砂
すな

川
がわ

辺
あた

りでは、養
よう

蚕
さん

が盛
さか

んで、 

府中市や稲
いな

城
ぎ

市
し

方
ほう

面
めん

へわらを買
か

いに来ていました。そのわらを、 

大
だい

八
はち

車
ぐるま

と呼
よ

ばれる荷
に

車
ぐるま

につけて帰
かえ

った道なので『わらつけ道』 

の名がついたともいわれています。
 

『いな道』とは、信
しな

濃
の

（現
げん

在
ざい

の長
なが

野
の

県
けん

）の伊
い

那
な

へ行く道だからとも伝
つた

えられています。
 

あるいは、あきる野
の

市
し

伊
い

奈
な

とも考えられています。また、今は廃
はい

寺
でら

となっていますが、

熊
くま

野
の

神
じん

社
じゃ

の西
にし

側
がわ

に弥
み

勒
ろく

寺
じ

という寺がありました。『寺道』の名は、この寺の西
にし

側
がわ

を道が通
とお

っていたことから

ついたものかもしれません。
 

 

第十中学校の北
きた

側
がわ

を通
とお

って 

いるので、 昭
しょう

和
わ

57（1982） 

年 4 月に市では『10 中通
どお

り』 

という名で認
にん

定
てい

しました。 

 

 

内
ない

藤
とう

道
みち

 

『内
ない

藤
とう

道
みち

』は「西府町二丁目第二交
こう

差
さ

点
てん

」からはじまっていま 

す。この辺
あた

りに住む人が国
こく

分
ぶん

寺
じ

村
むら

の内
ない

藤
とう

新
しん

田
でん

へ行く道だったこと 

からこの名前になったといわれています。明
めい

治
じ

時
じ

代
だい

まで沿
えん

道
どう

はほ 

とんど畑と雑
ぞう

木
き

林
ばやし

だったそうです。第七小学校の西
にし

側
がわ

を通
とお

って 

いることから、 昭
しょう

和
わ

57（1982）年 4 月に市では『7 小通
どお

り』 

という名で認
にん

定
てい

しました。 

  

＜西府町にある庚申塔＞ 

＜熊野神社＞ 

＜庚申塔＞● 

●＜内藤道由来碑＞ 

＜七小＞ 

＜府中西府町郵便局＞ 

＜府中北山郵便局＞ 

富士見通り 

南
武
線 

＜十中＞ 

＜西府町二丁目第二交差点＞ 

3 

＜熊野神社＞ 

新
府
中
街
道 ＜十中＞ 

小
通
り
（
内
藤
道
） 

●＜庚申塔＞ 

＜西府町二丁目交差点＞ 

＜庚申道由来碑＞● 

 

富士見通り 

南
武
線 
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横
よこ

街
かい

道
どう

 

『横
よこ

街
かい

道
どう

』の名前は、この道が『甲
こう

州
しゅう

街
かい

道
どう

』と平
へい

行
こう

して、府中市の北部を横
おう

断
だん

することに由
ゆ

来
らい

します。

むかし、この道の北
きた

側
がわ

には尾
お

張
わり

徳
とく

川
がわ

家
け

の御
お

鷹
たか

場
ば

がありました。『四
よつ

街
かい

道
どう

』とも言われますが『横
よこ

街
かい

道
どう

』が 

なまったものという説
せつ

があります。また、人
ひと

見
み

村
むら

（現
げん

在
ざい

の若松町 3、4 丁目）の古
こ

図
ず

には『いなみち』と

いう名で書
か

かれています。この道は、府中市を西へ出ると立
たち

川
かわ

市
し

の南を通
とお

り、昭
あき

島
しま

市
し

拝
はい

島
じま

町
ちょう

辺
あた

りを抜
ぬ

け

て、あきる野
の

市
し

伊
い

奈
な

に続
つづ

いていたようです。そのため、幕
ばく

末
まつ

頃
ごろ

は『拝
はい

島
じま

道
みち

』や『伊
い

奈
な

道
みち

』と呼
よ

ばれていま

した。
 

 

昭
しょう

和
わ

57（1982）年 4 月、市はこの道の名前を西
にし

側
がわ

から『横
よこ

街
かい

道
どう

』、『学
がく

園
えん

通
どお

り』、『浅
せん

間
げん

山
やま

通
どお

り』（一

部）、『多
た

磨
ま

町
ちょう

通
どお

り』と認
にん

定
てい

しました。
 

『学
がく

園
えん

通
どお

り』には、第九小学校や新町小学校、第六小学校、第五中

学校、都立府中高校、東
とう

京
きょう

農
のう

工
こう

大
だい

学
がく

、明
めい

星
せい

学
がく

苑
えん

があるためこの名がつきました。また『学
がく

園
えん

通
どお

り』沿
ぞ

い

は、アオギリやトチノキの並
なみ

木
き

になっています。 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

鷹
たか

狩
が

り・・・飼
か

い慣
な

らした鷹
たか

を使って野
や

鳥
ちょう

などを 

つかまえる狩
か

りのことです。武蔵
む さ し

野
の

の広大な地
ち

域
いき

は、 

寛
かん

永
えい

10（1633）年に尾
お

張
わり

徳
とく

川
がわ

家
け

の御
お

鷹
たか

場
ば

とされ、 

府中市
し

域
いき

もその中に含
ふく

まれました。御
お

鷹
たか

場
ば

の 境
さかい

には 

塚
つか

が築
きず

かれ、その上に「従是東西北尾張殿鷹場」の 

文字が刻
きざ

まれた石の杭
くい

が建
た

てられていました。この 

杭
くい

のひとつが 郷
きょう

土
ど

の森
もり

博
はく

物
ぶつ

館
かん

に保
ほ

管
かん

されています。
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＜御鷹場があったことを示す石の杭＞ 

国
立
市 

国
分
寺
街
道 

 

新
小
金
井
街
道 

＜府中刑務所＞ ＜東芝＞ 

＜九小＞ 
＜府中高校＞ 

＜新町小＞ ＜五中＞ 

＜明星学苑＞ 

＜多磨霊園＞ 

＜六小＞ 

＜東京農工大学＞ 

＜北府中駅＞ 

＜府中駅＞ 

調
布
市 

＜多磨駅＞ 

＜西府駅＞ 



綿
わた

屋
や

道
みち

 

『綿
わた

屋
や

道
みち

』は『甲
こう

州
しゅう

街
かい

道
どう

』と『 旧
きゅう

甲
こう

州
しゅう

街
かい

道
どう

』が交わる「本 

宿町交
こう

差
さ

点
てん

」から北へ進
すす

み『東
とう

八
はち

道路』の手前までの道のりで、 

途
と

中
ちゅう

に本宿小学校が西
にし

側
がわ

に見えます。本宿小学校の横
よこ

の綿
わた

屋
や

道
みち

 

由
ゆ

来
らい

碑
ひ

には「甲
こう

州
しゅう

街
かい

道
どう

からこの道に入る角
かど

にある綿
わた

屋
や

に由
ゆ

来
らい

」 

したとあります。明
めい

治
じ

時
じ

代
だい

の初
はじ

め頃
ごろ

に綿
わた

屋
や

（ふとん屋）が開
かい

業
ぎょう

 

したので『綿
わた

屋
や

道
みち

』というようになったそうです。
 

その前は、 

ゲントー（もしくはゲンドー）という医
い

者
しゃ

がいたことから『ゲ 

ントー道
  

』と呼
よ

んだとのいい伝
づた

えもあります。 

昭
しょう

和
わ

57（1982）年 4 月に『本
ほん

宿
しゅく

小
しょう

通
どお

り』という名で市 

は認
にん

定
てい

しました。
 

 

 

本
ほん

宿
しゅく

北
きた

裏
うら

道
みち

 

『本
ほん

宿
しゅく

北
きた

裏
うら

道
みち

』は本
ほん

宿
しゅく

村
むら

を通
とお

っていた『甲
こう

州
しゅう

街
かい

道
どう

』の北
きた

側
がわ

にあった屋
や

敷
しき

の裏
うら

道
みち

だったことに由
ゆ

来
らい

しま

す。『甲
こう

州
しゅう

街
かい

道
どう

』の一本北
きた

側
がわ

にあり、平
へい

行
こう

する形で東西に延
の

びた道です。
 

本宿は、現在の西府町 2 丁目、

本宿町 2 丁目、美好町 3 丁目のぞれぞれの一部（ 旧
きゅう

甲
こう

州
しゅう

街
かい

道
どう

沿
ぞ

い）に 集
しゅう

落
らく

の中心があったそうです。 

本宿とは「もともとの 宿
しゅく

場
ば

」という意味が

由
ゆ

来
らい

であるという説
せつ

があります。それは甲
こう

州
しゅう

街道
かいどう

が整備
せ い び

されるよりも前に、さらに

南
みなみ

側
がわ

を通
とお

っていた『甲 州
こうしゅう

古
こ

街道
かいどう

』の道
みち

沿
ぞ

いに 宿
しゅく

場
ば

があったといわれているから
  

で

す。 昭
しょう

和
わ

57（1982）年 4 月に『本
ほん

宿
しゅく

北
きた

裏
うら

通
どお

り』という名で市が認
にん

定
てい

しました。
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＜四中＞ 

＜本宿東交差点＞ 

＜五小＞ 

＜西府文化ｾﾝﾀｰ＞● 

●＜本宿町公園＞ 

＜熊野神社＞ 

＜西府橋北公園＞ 

● 

＜本宿交番＞ 

甲
こう

州
しゅう

古
こ

街
かい

道
どう

については、こども府中
  

はかせ 9

「府中の街
かい

道
どう

」4 ページを見
 

てね。 

＜本宿小＞ 

＜四中＞ 

＜九小＞ 

＜本宿町交差点＞ 

＜東芝＞ 

＜七小＞ 

＜武蔵台小＞ 

＜本宿交番＞ 

●

＜本宿町公園＞ 

 

＜府中刑務所＞ 

＜熊野神社＞ 

＜七中＞ 



本
ほん

宿
しゅく

南
みなみ

裏
うら

道
みち

 

『甲
こう

州
しゅう

街
かい

道
どう

』の１本 南
みなみ

側
がわ

にあり『本
ほん

宿
しゅく

 

北
きた

裏
うら

道
みち

』と対
たい

称
しょう

的
てき

な道です。「西府駅入口 

交
こう

差
さ

点
てん

」付
ふ

近
きん

から西へ、南
なん

武
ぶ

線
せん

の線
せん

路
ろ

の手 

前までの道です。本宿町
    

と西府町を通
とお

って 

います。西府町
    

地
ち

域
いき

公園の北
きた

側
がわ

にある本
ほん

宿
しゅく

 

南
みなみ

裏
うら

道
みち

由
ゆ

来
らい

碑
ひ

には「本
ほん

宿
しゅく

村
むら

の甲
こう

州
しゅう

街
かい

道
どう

 

南
みなみ

側
がわ

屋
や

敷
しき

の裏
うら

道
みち

に由
ゆ

来
らい

」するとあります。 

『本
ほん

宿
しゅく

北
きた

裏
うら

通
どお

り』と同
どう

様
よう

に、 昭
しょう

和
わ

57 

（1982）年 4 月に『本
ほん

宿
しゅく

南
みなみ

裏
うら

通
どお

り』の名前で市が認
にん

定
てい

した道です。
 

 

 

番
ばん

場
ば

北
きた

裏
うら

道
みち

 

『番
ばん

場
ば

北
きた

裏
うら

道
みち

』は宮西町、片町、 

美好町にまたがっています。『 旧
きゅう

 

甲
こう

州
しゅう

街
かい

道
どう

』の一本北
きた

側
がわ

の道で、下
しも

 

河
が

原
わら

緑
りょく

道
どう

と交
こう

差
さ

する辺
あた

りの由
ゆ

来
らい

碑
ひ

 

には「甲
こう

州
しゅう

街
かい

道
どう

と平
へい

行
こう

し、番
ばん

場
ば

北
きた

 

側
がわ

の屋
や

敷
しき

地
ち

の裏
うら

側
がわ

を通る道」とあ 

ります。
 

番
ばん

場
ば

は、今の宮西町 2、4、5 丁目の一部（ 旧
きゅう

甲
こう

州
しゅう

街
かい

道
どう

沿
ぞ

い）に 集
しゅう

落
らく

の中心があった 宿
しゅく

場
ば

で

した。寛
かん

永
えい

13（1636）年に番
ばん

場
ば

宿
しゅく

と呼
よ

ぶようになったようです。 昭
しょう

和
わ

57（1982）年 4 月に『番
ばん

場
ば

片
かた

町
まち

北
きた

裏
うら

通
どお

り』という名で市が認
にん

定
てい

しました。 

 

 

 

 

  

番場
ば ん ば

という地名の由来は、馬場
ば ば

（馬が

走るところ）の発音
はつおん

が変わったという

説
せつ

や、番所
ばんしょ

（見張
み は

り場
ば

）があったから、

などの説
せつ

があります。 

＜番場北裏道由来碑＞ 
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 ＜番場北裏道由来碑＞ 

● 

下
河
原
緑
道 

 ●＜片町文化ｾﾝﾀｰ＞ 

 ＜四中＞ 

 ＜三小＞ 

 ＜高安寺＞ 

＜美好町公園＞ 

● 

 ＜善明寺＞ 

＜府中市役所＞ 

＜西府駅入口交差点＞ 

＜西府文化ｾﾝﾀｰ＞● 

● 

＜西府町地域公園＞ 

＜日本電気(NEC)＞ 

新
府
中
街
道 

＜熊野神社＞ 

＜本宿交番＞ 

＜五小＞ 



大
おお

山
やま

道
どう

 

『大
おお

山
やま

道
どう

（大
おお

山
やま

街
かい

道
どう

）』は南北に 

延
の

びる道で、四谷と『甲
こう

州
しゅう

街
かい

道
どう

』 

をつなぐことから『四
よ

ツ
つ

谷
や

街
かい

道
どう

』 

とも呼
よ

ばれていました。
 

 

現在は、西府町の西
にし

府
ふ

橋
ばし

から南
なん

 

武
ぶ

線
せん

に沿
そ

う形で始
はじ

まっています。 

『大
おお

山
やま

道
どう

』を南へ進
すす

むと、一
いっ

旦
たん

、 

府中市を出て国
くに

立
たち

市
し

を通
とお

り、日新 

町で府中市に戻
もど

ってきます。ここで『野
や

猿
えん

街
かい

道
どう

』を越
こ

えて、さらに進
すす

むと「日新町中央交
こう

差
さ

点
てん

」で、 再
ふたた

び

『野
や

猿
えん

街
かい

道
どう

』と交わるところで道は終
お

わっています。むかしは、このまま南へ道が続
つづ

いており、多
た

摩
ま

川
がわ

を

渡
わた

り、相模国
さがみのくに

大
おお

山
やま

（現
げん

在
ざい

の神
か

奈
な

川
がわ

県
けん

伊
い

勢
せ

原
はら

市
し

）にある大
おお

山
やま

阿
あ

夫
ふ

利
り

神
じん

社
じゃ

までつながる道だったようです。 

「大
おお

山
やま

」とは古
ふる

くから雨
あま

乞
ご

いのために信
しん

仰
こう

されていた山で、江
え

戸
ど

時
じ

代
だい

には庶
しょ

民
みん

の 間
あいだ

で、大
おお

山
やま

阿
あ

夫
ふ

利
り

神
じん

社
じゃ

へ参
さん

拝
ぱい

しに行く「大
おお

山
やま

詣
まい

り（詣
もう

で）」が 流
りゅう

行
こう

しました。このときに関
かん

東
とう

各
かく

地
ち

からの参
さん

拝
ぱい

者
しゃ

が通
とお

った道は

「大
おお

山
やま

道
どう

（大
おお

山
やま

街
かい

道
どう

）」と呼
よ

ばれ、今
いま

でも残
のこ

っているルートがあります。府中市のこの『大
おお

山
やま

道
どう

』の名前も

そのことに由
ゆ

来
らい

し、特
とく

に本宿の辺
あた

りで呼
よ

ばれていました。 昭
しょう

和
わ

57（1982）年 4 月には『大
おお

山
やま

道
どう

』の名

前で市が認
にん

定
てい

しました。 
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写
しゃ

真
しん

に見
み

えるフェンスの向こうは 

南
なん

武
ぶ

線
せん

の線
せん

路
ろ

です。この辺
あた

りは、 

線
せん

路
ろ

が敷
し

かれてから新しくできた 

道で、もとは地
ち

図
ず

の点
てん

線
せん

のルート 

を通
とお

っていたようです。
 

 

国立府中 

ｲﾝﾀｰﾁｪﾝｼﾞ 

国立市 

西府橋 

＜府中西高＞ 

＜日本電気(NEC)＞ 

＜五小＞ 

＜日新小＞ 

＜日新町中央交差点＞ 

＜西府文化ｾﾝﾀｰ＞ ● 

＜西府橋付近の大山道＞ 

 



東
ひがし

大
おお

山
やま

道
どう

（一
いち

之
の

宮
みや

道
みち

） 

『 東
ひがし

大
おお

山
やま

道
どう

』はむかし『一
いち

之
の

宮
みや

道
みち

』と呼
よ

ばれていた道で、多
た

摩
ま

川
がわ

の対
たい

岸
がん

の一
いち

の宮
みや

（現
げん

在
ざい

の多
た

摩
ま

市
し

一
いち

ノ
の

宮
みや

）へ通
つう

じる道
 

だったため、あるいは大
おお

國
くに

魂
たま

神
じん

社
じゃ

例
れい

大
たい

祭
さい

で一
いち

之
の

宮
みや

・小
お

野
の

神
じん

社
じゃ

の神
み

輿
こし

が通
とお

る道
 

だったため、

その名
 

前がついたと考えられています。
  

 

東西に延
の

びる道で、現
げん

在
ざい

は分梅町 5 丁目付
ふ

近
きん

で鎌
かま

倉
くら

街
かい

道
どう

から分
わ

かれる形で始
はじ

まり、四谷で『野
や

猿
えん

街
かい

道
どう

』

に合流します。『野
や

猿
えん

街
かい

道
どう

』を 

南へ進
すす

むと四
よつ

谷
や

橋
ばし

があり、多
た

 

摩
ま

川
がわ

を渡
わた

った先
さき

は日
ひ

野
の

市
し

落
おち

川
かわ

 

のため一
いち

ノ
の

宮
みや

にはつながって 

いません。
 

しかし、むかしは 

多
た

摩
ま

川
がわ

を渡
わた

る位
い

置
ち

が今と違
ちが

い 

ました。当
とう

時
じ

は『七
なな

生
お

道
みち

』（日
ひ

 

野
の

市
し

域
いき

にあった七
なな

生
お

村
むら

へ通
つう

じ 

る道
 

）から、南へ進
すす

んだ先の 

「一
いち

の宮
みや

渡
わた

し」を使って多
た

摩
ま

 

川
がわ

を渡
わた

り、一
いち

の宮
みや

へ行っていたようです。
 

 

昭
しょう

和
わ

57（1982）年 4 月に、市が『 東
ひがし

大
おお

山
やま

道
どう

』の名前で認
にん

定
てい

しました。 

 

 

 

 

 

 

  

一
いち

の宮
みや

渡
わた

し・・・「渡
わた

し」とは川を 

渡
わた

るための舟
ふね

が行
い

き来
き

する場所の 

ことです。「一
いち

の宮
みや

渡
わた

し」は四谷と 

多
た

摩
ま

川
がわ

対
たい

岸
がん

の一
いち

の宮
みや

（現
げん

在
ざい

の多
た

摩
ま

市
し

 

一
いち

ノ
の

宮
みや

）をつないでいた渡
わた

しで、 

一
いち

の宮
みや

村
むら

が管
かん

理
り

していたことから 

その名前が付
つ

けられました。 昭
しょう

和
わ

 

12（1937）年の関
せき

戸
ど

橋
ばし

開
かい

通
つう

まで 

続
つづ

いていたようです。 
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＜四谷文化センター付近の東大山道＞ 

 

 

＜日本電気(NEC)＞ 

● 

＜四谷文化ｾﾝﾀｰ＞ 

＜一の宮渡し由来碑＞● 

＜四谷小＞ 

＜八中＞ 

● 

＜四谷庭球場＞ 

＜小野神社＞

9）） 

多摩市 

＜四谷体育館＞● 

＜住吉文化ｾﾝﾀｰ＞ 

● 

＜住吉小＞ 



御
お

猟
かり

場
ば

道
どう

 

この道は、以
い

前
ぜん

『猟
かり

場
ば

道
どう

支
し

線
せん

 

21 号』という名
めい

称
しょう

でしたが、 

昭
しょう

和
わ

57（1982）年４月、市 

は『御
お

猟
かり

場
ば

道
どう

』と認
にん

定
てい

しました。 

道の名前の由
ゆ

来
らい

は猟
か

りで通
とお

った 

道ということから呼
よ

ばれたのか 

もしれません。「かり」の字は「狩」を使う場
ば

合
あい

もあります。
 

また、草などを刈
か

る場だったので「刈
かり

場
ば

」だ

とする説
せつ

もあります。「分
ぶ

梅
ばい

駐
ちゅう

在
ざい

所
しょ

交
こう

差
さ

点
てん

」から始
はじ

まり、日
に

本
ほん

電
でん

気
き

（NEC）府中事
じ

業
ぎょう

所
しょ

正
せい

門
もん

（日新町１

丁目）付
ふ

近
きん

までの道です。むかしは西
にし

側
がわ

に『市
いち

街
かい

道
どう

』、 東
ひがし

側
がわ

に『鎌
かま

倉
くら

街
かい

道
どう

』へと続
つづ

いており、この道
みち

筋
すじ

は

『甲
こう

州
しゅう

古
こ

街
かい

道
どう

』と呼ばれる道でした。道
みち

沿
ぞ

いの「市
いち

川
かわ

用
よう

水
すい

」は、今ではコンクリートでおおわれていて、

その上の部
ぶ

分
ぶん

は「第二都
と

市
し

遊
ゆう

歩
ほ

道
どう

」として利
り

用
よう

されています。 

 

下
しも

河
が

原
わら

道
みち

  

『下
しも

河
が

原
わら

道
みち

』は本
ほん

町
まち

の 集
しゅう

落
らく

（現
げん

在
ざい

の本町 1、2 丁 

目の一部、宮西町２丁目の一部）から下
しも

河
が

原
わら

（現
げん

在
ざい

 

の南町 4、5 丁目の一部）へ通
つう

じる道だったことに 

由
ゆ

来
らい

しています。『新
しん

編
ぺん

武
む

蔵
さし

風
ふ

土
ど

記
き

稿
こう

』によると、下
しも

 

河
が

原
わら

の地
ち

名
めい

は地
ち

形
けい

に由
ゆ

来
らい

しているようです。また、 

中
なか

河
が

原
わら

から見て多摩川の下
か

流
りゅう

の 集
しゅう

落
らく

だったので、 

下
しも

河
が

原
わら

となったという説
せつ

もあります。『下
しも

河
が

原
わら

道
みち

』は 

「三小前交
こう

差
さ

点
てん

」からはじまります。道なりに南へ 

進
すす

むと、途
と

中
ちゅう

に下
しも

河
が

原
わら

道
みち

由
ゆ

来
らい

碑
ひ

があります。「本町 

西交
こう

差
さ

点
てん

」から『かえで通
どお

り』を少し南へ進
すす

み、西 

へ曲
ま

がります。そのまま 直
ちょく

進
しん

して南町交
こう

番
ばん

付
ふ

近
きん

で道は終
お

わります。交
こう

番
ばん

のとなりには下河原
しもがわら

八
はち

幡
まん

神
じん

社
じゃ

と南

町第 3 公園があって、園
えん

内
ない

に下
しも

河
が

原
わら

の地
ち

名
めい

由
ゆ

来
らい

碑
ひ

があります。  
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＜日本電気(NEC)＞ 

新
府
中
街
道 

＜分梅駐在所＞ 

● 

＜西府文化ｾﾝﾀｰ＞ 

 
＜五小＞ 

＜光明院＞ 

＜分梅駐在所交差点＞  

＜三小＞ 

＜下河原道由来碑＞● 

下
河
原
緑
道 

か
え
で
通
り 

＜三小前交差点＞ 

＜本町西交差点＞ 

＜南町小＞ 

＜下河原八幡神社＞ 

 ● ＜南町第 3 公園＞     

＜南町交番＞ 

＜府中南町浄水所＞ 

     ● 

＜武蔵府中税務署＞ 



芝
しば

間
ま

道
みち

 

『芝
しば

間
ま

道
みち

』は芝
しば

間
ま

（現
げん

在
ざい

の南町 1、5、6 丁目の一 

部）へ通
つう

じる道ということに由
ゆ

来
らい

しています。西
にし

側
がわ

を 

通
とお

る『下
しも

河
が

原
わら

道
みち

』の「上
かみ

の道
みち

」に対して、『芝
しば

間
ま

道
みち

』は 

「下
しも

の道
みち

」とも呼
よ

ばれています。芝
しば

間
ま

の地名は「芝
しば

地
ち

 

の場
ば

所
しょ

」である「芝
しば

場
ば

」から変
へん

化
か

したのかもしれませ 

ん。『芝
しば

間
ま

道
みち

』は「本町二丁目交
こう

差
さ

点
てん

」から「芝
しば

間
ま

稲
いな

荷
り

 

神
じん

社
じゃ

」辺
あた

りまでの南北に延
の

びる道です。進
すす

んで行くと 

芝
しば

間
ま

道
みち

由
ゆ

来
らい

碑
ひ

や「都
と

指
し

定
てい

史
し

跡
せき

 三
さん

千
ぜん

人
にん

塚
づか

」があり、そこ 

を過
す

ぎたあたりから、少しずつ西へ向かいます。 

また『下
しも

河
が

原
わら

道
みち

』の途
と

中
ちゅう

から芝
しば

間
ま

へ向かう道も『芝
しば

 

間
ま

道
みち

』と呼
よ

ばれていました。現在の『かえで通
どお

り』と 

『下
しも

河
が

原
わら

通
どお

り』の交
こう

差
さ

点
てん

から、南へ進
すす

み「南町一丁目 

交
こう

差
さ

点
てん

」から南西の道へ入ります。芝
しば

間
ま

公
こう

園
えん

を過
す

ぎて 

『ふるさと通
どお

り』を越
こ

えると、芝
しば

間
ま

稲
いな

荷
り

神
じん

社
じゃ

前で 東
ひがし

側
がわ

からやってくる『芝
しば

間
ま

道
みち

』と合
ごう

流
りゅう

します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

＜芝間稲荷神社＞ 
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＜芝間道由来碑＞ 

 ＜三小＞ 

 ＜善明寺＞ 

＜本町二丁目交差点＞ 

か
え
で
通
り 

 ＜芝間稲荷神社＞ 

● 都指定史跡 

＜三千人塚＞ 

＜サントリー＞ 

●＜府中市郷土の森博物館＞ 

 ＜矢崎小＞ 

       ● 

＜郷土の森総合体育館＞ 

＜南町一丁目交差点＞ 

＜府中南町浄水所＞ 

   ● 

 ＜武蔵府中税務署＞  

＜芝間公園＞ 

● 

＜芝間道由来碑＞● 



郡
ぐん

役
やく

所
しょ

通
どお

り 

『 旧
きゅう

甲
こう

州
しゅう

街
かい

道
どう

』と『府
ふ

中
ちゅう

街
かい

道
どう

』が交わる「府中市役所 

前
まえ

交
こう

差
さ

点
てん

」を少し 東
ひがし

側
がわ

に行ったところから北に向かって延
の

 

びている道です。この道は北に進
すす

んで『甲
こう

州
しゅう

街
かい

道
どう

』を抜
ぬ

け、 

左手に第一小学校、右手に府中 消
しょう

防
ぼう

署
しょ

・中央防
ぼう

災
さい

センター 

のある道をさらに北に進
すす

み『富
ふ

士
じ

見
み

通
どお

り』、『美
び

術
じゅつ

館
かん

通
どお

り』、 

『学
がく

園
えん

通
どお

り』を抜
ぬ

けて「栄町交
こう

番
ばん

前
まえ

交
こう

差
さ

点
てん

」のある『東
とう

八
はち

 

道
どう

路
ろ

』へ続
つづ

いています。また、道の 東
ひがし

側
がわ

に「 称
しょう

名
みょう

寺
じ

」が 

あったため、この道の宮西町から寿町辺
あた

りまでは『 称
しょう

名
みょう

寺
じ

 

道
みち

』とも呼
よ

ばれていました。明
めい

治
じ

18（1885）年から郡
ぐん

制
せい

が 

廃
はい

止
し

されるまでの 間
あいだ

「北
きた

多
た

摩
ま

郡
ぐん

役
やく

所
しょ

」（宮西町 1 丁目）が通
とお

 

りの西
にし

側
がわ

にあったことからこの名前で呼
よ

ばれていました。その後「北
きた

多
た

摩
ま

郡
ぐん

役
やく

所
しょ

」があった場所には 昭
しょう

和
わ

17（1942）年に「北
きた

多
た

摩
ま

地
ち

方
ほう

事
じ

務
む

所
しょ

」が建
た

てられました。「北
きた

多
た

摩
ま

地
ち

方
ほう

事
じ

務
む

所
しょ

」は 昭
しょう

和
わ

46（1971）

年まで存
そん

続
ぞく

し、現
げん

在
ざい

は「東京都府中合
ごう

同
どう

庁
ちょう

舎
しゃ

」があります。また、大
たい

正
しょう

12（1923）年に郡
ぐん

制
せい

が廃
はい

止
し

さ

れて建
たて

物
もの

が役目を終
お

えると、大
たい

正
しょう

14（1925）年に現
げん

在
ざい

の市役所がある場所（宮西町 2 丁目）に移
うつ

され

て府中尋
じん

常
じょう

高
こう

等
とう

小
しょう

学
がっ

校
こう

の一部として使われるようになりました。 昭
しょう

和
わ

11（1936）年に小学校が移
い

転
てん

すると、 消
しょう

防
ぼう

署
しょ

などとして使われました。その後、市役所新
しん

庁
ちょう

舎
しゃ

が建
けん

設
せつ

されることになって 昭
しょう

和
わ

29

（1954）年に 消
しょう

防
ぼう

署
しょ

が新
しん

築
ちく

されて移
い

動
どう

すると、取
と

り壊
こわ

されてしまいました。
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＜東京府北多摩郡役所＞ 

＜大國魂神社＞ 

 

＜府中市役所＞ 

＜東京都府中合同庁舎＞  

＜一小＞ 

＞ 

＜府中消防署・中央防災ｾﾝﾀｰ＞ 

＜称名寺＞ 

け
や
き
並
木
通
り 

国
分
寺
街
道 

＜栄町交番＞ 

＜府中刑務所＞ 

＜府中高校＞ 
＜明星学苑＞ 

＜東京農工大学＞ 

＜農業高校＞ 

＞ 

＜栄町交番前交差点＞ 



停
てい

車
しゃ

場
ば

道
みち

 

大
おお

國
くに

魂
たま

神
じん

社
じゃ

の大
おお

鳥
とり

居
い

の前から北へ向かっているこの 

道は停
てい

車
しゃ

場
ば

（駅
えき

だけでなく操
そう

車
しゃ

場
じょう

や信
しん

号
ごう

機
き

などを含
ふく

 

めた呼
よ

び方
かた

）のあった国
こく

分
ぶん

寺
じ

へつながっていたため、 

『国
こく

分
ぶん

寺
じ

街
かい

道
どう

』とも呼
よ

ばれていました。そして、停
てい

 

車
しゃ

場
ば

道
みち

のうち、大
おお

鳥
とり

居
い

のある「大
おお

國
くに

魂
たま

神
じん

社
じゃ

前
まえ

交
こう

差
さ

点
てん

」 

から、かつて大
おお

國
くに

魂
たま

神
じん

社
じゃ

の一
いち

の鳥
とり

居
い

があった「けやき 

並
なみ

木
き

北
きた

交
こう

差
さ

点
てん

」までは「国
くに

指
し

定
てい

天
てん

然
ねん

記
き

念
ねん

物
ぶつ

 馬
ば

場
ば

大
だい

門
もん

 

のケヤキ並
なみ

木
き

」です。大
おお

國
くに

魂
たま

神
じん

社
じゃ

の参
さん

道
どう

でもあるこの 

道は、市の道路で通
つう

称
しょう

名
めい

は『けやき並
なみ

木
き

通
どお

り』です。 

中には 省
しょう

略
りゃく

して『けやき並
なみ

木
き

』と呼
よ

ぶ人もいます。 

また、江
え

戸
ど

時
じ

代
だい

の書
しょ

物
もつ

『武蔵
む さ し

名
めい

勝
しょう

図
ず

絵
え

』によると、 

むかしは『大
だい

門
もん

路
みち

』とも呼
よ

ばれていたようです
 

。 

明
めい

治
じ

22（1989）年、新
しん

宿
じゅく

から八王子
はちおうじ

までの 間
あいだ

を走
はし

る甲
こう

武
ぶ

鉄
てつ

道
どう

（現
げん

在
ざい

の 中
ちゅう

央
おう

線
せん

）が開
かい

通
つう

しました

が、府中市内を通
とお

っていませんでした。府中市内を通
とお

っている鉄道
てつどう

を利用して新
しん

宿
じゅく

へと向かうことができ

るようになるのは、大
たい

正
しょう

５（1916）年に京
けい

王
おう

電
でん

機
き

軌
き

道
どう

（現
げん

在
ざい

の京
けい

王
おう

線
せん

）が開
かい

通
つう

してからです。それまで

は、府中の人達が電
でん

車
しゃ

で新
しん

宿
じゅく

へ行こうとすると、停
てい

車
しゃ

場
ば

がある国
こく

分
ぶん

寺
じ

に向かう必
ひつ

要
よう

がありました。そのた

め、甲
こう

武
ぶ

鉄
てつ

道
どう

を利用する人たちがこの道を通
とお

って国
こく

分
ぶん

寺
じ

にある停
てい

車
しゃ

場
ば

に向かっていたので、人
じん

力
りき

車
しゃ

や乗
のり

合
あい

馬
ば

車
しゃ

などが行
い

き交
か

っていました。そこから『停
てい

車
しゃ

場
ば

道
みち

』と呼
よ

ばれるようになったようです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

府
ふ

中
ちゅう

町
まち

道
どう

路
ろ

元
げん

標
ぴょう

・・・「大
おお

國
くに

魂
たま

神
じん

社
じゃ

前
まえ

交
こう

差
さ

点
てん

」にある 東
ひがし

側
がわ

の横
おう

断
だん

 

歩
ほ

道
どう

の 南
みなみ

側
がわ

脇
わき

には「府
ふ

中
ちゅう

町
まち

道
どう

路
ろ

元
げん

標
ぴょう

」があります。道
どう

路
ろ

元
げん

標
ぴょう

は 

道路の起
き

点
てん

（始まりの地点）、 終
しゅう

点
てん

（終わりの地点）を示
しめ

すものです。 

大
たい

正
しょう

8（1919）年に 旧
きゅう

道
どう

路
ろ

法
ほう

で各
かく

市
し

町
ちょう

村
そん

に 1 つ置
お

くように決めら 

れ、翌
よく

大
たい

正
しょう

9（1920）年に設
せっ

置
ち

されました。現
げん

在
ざい

の「府
ふ

中
ちゅう

町
まち

道
どう

路
ろ

 

元
げん

標
ぴょう

」は、平
へい

成
せい

2（1990）年 3 月に当
とう

時
じ

のものを復
ふく

元
げん

したものです。 
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旧甲州街道 

＜府中市役所＞ 
●＜府中町道路元標＞ 

国
指
定
天
然
記
念
物 

馬
場
大
門
の
ケ
ヤ
キ
並
木 

<大國魂神社> 

 

＜一の鳥居があった場所＞ 

＜大鳥居＞ 

＜栄町交番＞ 

＜府中刑務所＞ 

＜府中高校＞ 
＜明星学苑＞ 

＜東京農工大学＞ 

＜一中＞ 

＞ 

＜農業高校＞ 

＞ 

＜
  

 
 

 
 

 
 

 
 

 
＞

 

＜大國魂神社前交差点＞ 



細
ほそ

馬
ま

・駆
かけ

馬
ま

 

大
おお

國
くに

魂
たま

神
じん

社
じゃ

境
けい

内
だい

の 東
ひがし

側
がわ

の道（国
くに

指
し

定
てい

 

史
し

跡
せき

武蔵
む さ し

国
こく

府
ふ

跡
あと

(国
こく

衙
が

地
ち

区
く

)と大
おお

國
くに

魂
たま

神
じん

社
じゃ

 

の 間
あいだ

にある通
とお

り）を『細
ほそ

馬
ま

』、西
にし

側
がわ

の道 

（府中市役所とふるさと府中歴
れき

史
し

館
かん

の 間
あいだ

 

にある通
とお

り）を『駆
かけ

馬
ま

』といいます。ど 

ちらも優
ゆう

秀
しゅう

な馬という意味です。 朝
ちょう

廷
てい

 

への貢
みつ

ぎ物
もの

とする馬を試
ため

しに走らせた馬
ば

場
ば

だったことに由
ゆ

来
らい

しています。 

 

京
きょう

所
づ

道
みち

 

京
きょう

所
づ

は、現
げん

在
ざい

の宮町２丁目の 

一部、3 丁目に中心があった 集
しゅう

 

落
らく

です。ここは六
ろく

所
しょ

宮
ぐう

（大
おお

國
くに

魂
たま

 

神
じん

社
じゃ

）の 領
りょう

地
ち

で八
はち

幡
まん

宿
しゅく

に含
ふく

ま 

れており、『新
しん

編
ぺん

武蔵
む さ し

風
ふ

土
ど

記
き

稿
こう

』には「六
ろく

所
しょ

社
しゃ

領
りょう

」と書
か

かれています。地名の起
お

こりは、 経
きょう

所
じょ

がなまった

ものといわれており、ここに国
こく

府
ふ

の写
しゃ

経
きょう

所
じょ

（お 経
きょう

などを書
か

き写
うつ

すところ）のような施
し

設
せつ

があった名
な

残
ご

り

だと伝
つた

えられています。 京
きょう

所
づ

のように「 京
きょう

」のつく地名は、 

国
こく

府
ふ

の所
しょ

在
ざい

地
ち

には多くあります。『 京
きょう

所
づ

道
みち

』の名は、この道 

が 京
きょう

所
づ

の中心を通
とお

ることに由
ゆ

来
らい

します。 昭
しょう

和
わ

57（1982） 

年４月に市は『 京
きょう

所
づ

道
どう

』の名で認
にん

定
てい

しました。この道は江
え

戸
ど

 

時
じ

代
だい

の慶
けい

安
あん

（1648～52 年）頃
ころ

に甲
こう

州
しゅう

街
かい

道
どう

が開
かい

設
せつ

されるま 

で、初
しょ

期
き

の甲
こう

州
しゅう

への道として使われていました。
 

 

 

 

 

 

  

＜府中市役所＞ 

旧甲州街道 

細
馬 

駆
馬 
● 

国指定史跡 

＜武蔵国府跡＞ 

（国衙地区） 

＜大國魂神社＞ 

＜細馬由来碑＞ 

● 

＜ふるさと府中歴史館＞ 
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「京所」は「きょうず」と 

読む場
ば

合
あい

もあるようです。 

＜細馬由来碑＞ 

 

<大國魂神社近くの京所道＞ 

 

＜大國魂神社＞ 

国指定史跡＜武蔵国府跡＞（国衙地区） ＜府中市役所＞ 

＜普門寺＞ 

府中競馬正門前駅 
＜京所道由来碑＞ 

 

京王競馬場線 

駆
馬 

細
馬 

● 

 



八
や

幡
わた

道
みち

 

 

 

 

 

 

 

 

 

『八
や

幡
わた

道
みち

』の名前は、この道が「国
こく

府
ふ

八
はち

幡
まん

宮
ぐう

」のそばを通
とお

ることに由
ゆ

来
らい

します。奈
な

良
ら

時
じ

代
だい

に日本を統
とう

治
ち

していた 聖
しょう

武
む

天
てん

皇
のう

は各
かく

地
ち

に国
こく

府
ふ

を置
お

くにあたり、その守
まも

り神
がみ

として一
いっ

国
こく

につき一
いっ

社
しゃ

、八
はち

幡
まん

宮
ぐう

を建
た

てたと伝
つた

えられています。「国
こく

府
ふ

八
はち

幡
まん

宮
ぐう

」は、この地にあった武蔵
む さ し

国
こく

府
ふ

を守
まも

るために建
た

てられた大
おお

國
くに

魂
たま

神
じん

社
じゃ

の境
けい

内
だい

の

外にあるお 社
やしろ

です。そのため、本
ほん

殿
でん

は国府
こ く ふ

があった西の方
ほう

角
がく

を向いています。『 旧
きゅう

甲
こう

州
しゅう

街
かい

道
どう

』に面
めん

した

参
さん

道
どう

の入口に武蔵
む さ し

府中 郷
きょう

土
ど

かるたの「○ま松を立てない正月飾
かざ

り」の 標
ひょう

識
しき

が立っています。『 旧
きゅう

甲
こう

州
しゅう

街
かい

道
どう

』から続
つづ

く長い参
さん

道
どう

の途
と

中
ちゅう

で、京
けい

王
おう

競
けい

馬
ば

場
じょう

線
せん

の線
せん

路
ろ

が横
よこ

切
ぎ

り、鳥
とり

居
い

と電
でん

車
しゃ

を一
いっ

緒
しょ

に見ることができま

す。 

『八
や

幡
わた

道
みち

』は『競
けい

馬
ば

場
じょう

通
どお

り』から『馬
うま

坂
さか

』を上り、東に向かう道の入口から始
はじ

まります。 住
じゅう

宅
たく

地
ち

を抜
ぬ

けると左手に「国
こく

府
ふ

八
はち

幡
まん

宮
ぐう

」が見え、木々に囲
かこ

まれた 緑
みどり

の道となります。現
げん

在
ざい

では、日吉町体
たい

育
いく

館
かん

付
ふ

近
きん

で

むかしの道が途
と

切
ぎ

れています。この先に続
つづ

く道は、「清水が丘一丁目交
こう

差
さ

点
てん

」の西
にし

側
がわ

辺
あた

りから、東へ進
すす

み京
けい

王
おう

線
せん

の踏
ふみ

切
きり

を渡
わた

って『品
しな

川
がわ

街
かい

道
どう

』に合
ごう

流
りゅう

するところまでだったのではないかと考えられています。
  

 

 

  

＜国府八幡宮＞ 

＜武蔵府中郷土かるた標識＞● 

＜清水が丘一丁目交差点＞ 

＜八幡道由来碑＞ 

● 

 

●＜鳩林荘＞ 

●＜東京競馬場＞ 

 

府中競馬正門前駅 

＜国府八幡宮辺り＞ ＜国府八幡宮二の鳥居と京王競馬場線＞ 
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いかだ道
みち

（ 筏
いかだ

道
みち

、いききの道） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

東
ひがし

府
ふ

中
ちゅう

駅
えき

から『競
けい

馬
ば

場
じょう

通
どお

り』を南へ向かい「東
とう

京
きょう

競
けい

馬
ば

場
じょう

」の方
ほう

へ進
すす

むと 

道の 左
ひだり

側
がわ

に馬
うま

の供
く

養
よう

塔
とう

（馬
ば

頭
とう

観
かん

音
のん

塔
とう

）があります。そこにある由
ゆ

来
らい

碑
ひ

から始
はじ

ま 

り、 調
ちょう

布
ふ

市
し

へと続
つづ

く崖
がけ

の上の道が『いかだ道』です。 

むかし、奥
おく

多
た

摩
ま

で切り出された材
ざい

木
もく

は 筏
いかだ

に組
く

まれて多
た

摩
ま

川
がわ

を下って、江
え

戸
ど

 

（東京）まで運ばれていました。この道の名前は、多
た

摩
ま

川
がわ

上
じょう

流
りゅう

から 筏
いかだ

を流
なが

 

した乗
のり

子
こ

たちが江
え

戸
ど

（東京）からの帰
かえ

り道として利
り

用
よう

したことに由
ゆ

来
らい

します。 

同じ由
ゆ

来
らい

で『いききの道』とも呼
よ

ばれますが、比
ひ

較
かく

的
てき

新しい呼
よ

び方
かた

のようです。 

武蔵野
む さ し の

地
ち

域
いき

では、多
た

摩
ま

川
がわ

によって削
けず

られてできた高
たか

さ約
やく

5～7 メートルほどの崖
がけ

を「ハケ」ということが

あります。そのため、押立の辺
あた

りではこの「ハケ」に由来して『いかだ道』を『ハケタ道』と呼
よ

ぶことも

あったようです。
 

むかしはこの崖
がけ

下
した

から 

湧
わ

き出るきれいな水
みず

を使って、ワサビの 

栽
さい

培
ばい

が行われていました。ほかにも「瀧
たき

 

神
じん

社
じゃ

」前の崖
がけ

の上を通
とお

るので『御
お

滝
たき

道
みち

』 

ともいいます。
 

 

 

  

瀧
たき

神
じん

社
じゃ

・・・大
おお

國
くに

魂
たま

神
じん

社
じゃ

の 

末
まっ

社
しゃ

です。むかしは「くら 

やみ祭」の競馬式
こまくらべ

に出る馬 

と騎
き

手
しゅ

がここの湧
ゆう

水
すい

で体を 

清
きよ

めていたそうです。現
げん

在
ざい

 

は大
おお

國
くに

魂
たま

神
じん

社
じゃ

の例
れい

大
たい

祭
さい

の前 

に、神
しん

職
しょく

の人たちが心
しん

身
しん

を 

清
きよ

めているそうです。
 

 

 

 

＜むかしのいかだ道＞ 
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＜瀧神社＞ 
＜東郷寺＞ 

＜九中＞ 

＜南白糸台小＞ 

● 

＜ボートレース多摩川＞ 

＜小柳小＞ 

●＜いかだ道 (いききの道)由来碑＞ 

●＜東京競馬場＞ 

＜六中＞ ＜是政文化ｾﾝﾀｰ＞● 

＜四小＞ 

＜八小＞ 

＜白糸台文化ｾﾝﾀｰ＞  

● 

＜白糸台小＞ 



小
お

田
だ

分
ぶん

道
みち

 

『小
お

田
だ

分
ぶん

道
みち

』は「白糸台文化センター西交
こう

差
さ

点
てん

」の辺
あた

り 

から南へ進
すす

み多
た

磨
ま

霊
れい

園
えん

駅
えき

の踏
ふみ

切
きり

を渡
わた

り「東
とう

郷
ごう

寺
じ

下
した

交
こう

差
さ

点
てん

」を 

通
とお

って、是政文化センター付
ふ

近
きん

までの道です。
 

『小
お

田
だ

分
ぶん

道
みち

』 

の名は、この道が小
お

田
だ

分
ぶん

村
むら

を通
とお

る道であったことに由
ゆ

来
らい

して 

います。
 

 

小
お

田
だ

分
ぶん

の 集
しゅう

落
らく

は、現
げん

在
ざい

の小柳町２丁目の一部（溝
みぞ

合
あい

神
じん

社
じゃ

 

南
みなみ

側
がわ

辺
あた

り）に中心がありました。地名の起
お

こりは、この土 

地が大
おお

國
くに

魂
たま

神
じん

社
じゃ

の神
しん

職
しょく

だった織
お

田
だ

氏
し

の所
しょ

領
りょう

だったことに 

よるといわれています。小
お

田
だ

分
ぶん

周
しゅう

辺
へん

の地名には常
つね

久
ひさ

や是
これ

政
まさ

 

など人名に関
かん

係
けい

があると伝えられるところが多くあります。
 

 

小
お

田
だ

分
ぶん

には石
いし

神
がみ

様
さま

と呼ばれている「石
いし

井
い

神
じん

社
じゃ

」があります。 

この神
じん

社
じゃ

は、百日ぜきにご利
り

益
やく

があり、古くからお礼
れい

参
まい

りに 

しゃもじを奉
ほう

納
のう

したことから「おしゃもじさま」と呼
よ

ばれ親
した

 

しまれていました。
 

 

道
みち

沿
ぞ

いには 昭
しょう

和
わ

14（1939）年に建
た

てられた「東
とう

郷
ごう

寺
じ

」 

があり、『東
とう

郷
ごう

寺
じ

通
どお

り』とも呼
よ

ばれています。
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＜石井神社＞ ＜道の由来碑＞ 

＜地名の由来碑＞ 

<白糸台文化センター西交差点＞ 

＜溝合神社＞ 

＜東郷寺＞ 

＜小田分道由来碑＞● 

● 

＜小田分由来碑＞ 

＜石井神社＞ 

● 

＜是政文化ｾﾝﾀｰ＞ 

北 

＜八小＞ 

＜九中＞ 

● 

＜白糸台文化ｾﾝﾀｰ＞ 



渡
わた

し道
みち

 

『渡
わた

し道
みち

』は、白糸台４丁目付
ふ

近
きん

から南へ下り、小柳町５ 

丁目の多
た

摩
ま

川
がわ

までの道です。『渡
わた

し道
みち

』の名はこの道が「常
つね

久
ひさ

 

渡
わた

し」へ行く道だったことに由
ゆ

来
らい

しています。「常
つね

久
ひさ

渡
わた

し」は 

向こう岸
ぎし

の常久
つねひさ

南
なん

部
ぶ

（現在
げんざい

の稲
いな

城
ぎ

市
し

）への渡
わた

しです。また、 

多
た

摩
ま

川
がわ

の砂
じゃ

利
り

が運
はこ

び出されるようになると、北
きた

多
た

磨
ま

駅
えき

（現
げん

在
ざい

 

の白糸台駅
えき

付
ふ

近
きん

）までトロッコ線
せん

が敷
し

かれたので『トロッコ 

道
みち

』と呼
よ

ばれることもありました。現
げん

在
ざい

は、第六中学校の横
よこ

 

を通
とお

る道なので『6 中通
どお

り』と呼
よ

ばれています。 

常
つね

久
ひさ

渡
わた

し由来碑から土手
ど て

を越
こ

えると、河
か

川
せん

敷
しき

には『多
た

摩
ま

川
がわ

 

親
しん

水
すい

公
こう

園
えん

』があります。
  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

常
つね

久
ひさ

は、現
げん

在
ざい

の若松町 1 丁目の一部（ 旧
きゅう

甲
こう

州
しゅう

街
かい

道
どう

沿
ぞ

い）に 集
しゅう

落
らく

の中心がありました。もとは多
た

摩
ま

川
がわ

のほとりに 集
しゅう

落
らく

がありましたが、洪
こう

水
ずい

によって流
なが

されて、万
まん

治
じ

年
ねん

間
かん

（1658～61 年）にハケ上に移
い

動
どう

し

たと伝
つた

えられています。地名の起
お

こりは、小
お

田
だ

分
ぶん

と同じように、人名に由
ゆ

来
らい

するようです。
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休日にはたくさんの

人が遊びに来るよ。 

＜多摩川親水公園＞ ＜常久渡し由来碑＞ 

●＜多摩川親水公園＞ 

＜六中＞ 

●＜常久渡し由来碑＞ 

＜府中小柳町郵便局＞ 

● 

＜小柳町運動広場＞ 

（北多摩一号水再生ｾﾝﾀｰ） 

＜四小＞ 

＜小柳小＞ 

●＜渡し道由来碑＞ 

しみず下通り 

● 

＜白糸台文化ｾﾝﾀｰ＞ 

＜九中＞ 



田
た

んぼ道
みち

 

 南白糸台小学校の正門前にある由
ゆ

来
らい

碑
ひ

から、 

多摩川に向かって南に延
の

びている道です。こ 

の道は 旧
きゅう

車
くるま

返
がえし

村
むら

の東
とう

部
ぶ

（現
げん

在
ざい

の白糸台 5、 

6 丁目辺
あた

り）から押立へ行く本道
ほんどう

で、田んぼ 

の中を通
とお

っていたことが名前の由
ゆ

来
らい

です。し 

かし、この名前は 車
くるま

返
がえし

辺
あた

りだけでの呼
よ

び方
かた

 

だったようです。現
げん

在
ざい

は、新しい道がさらに 

南に延
の

びて『多
た

摩
ま

川
がわ

通
どお

り』までつながり『押
おし

立
たて

 

通
どお

り』と呼
よ

ばれています。 昭
しょう

和
わ

57（1982） 

年 4 月には『押
おし

立
たて

通
どお

り』の名前で市の道
どう

路
ろ

に 

認
にん

定
てい

しました。 

この道
みち

沿
ぞ

いにある押立神
じん

社
じゃ

には名
めい

木
ぼく

百
ひゃく

選
せん

に 

選
えら

ばれたクロマツとイチョウがあります。
 

ま 

た、そのむかし、押立
 

文化センター
 

の南あた 

りから現
げん

在
ざい

の稲
いな

城
ぎ

市
し

方
ほう

面
めん

へ向かう「押
おし

立
たて

渡
わた

し」 

がありました。
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

＜昭和 30 年代の押立＞ 

＜押立神社前から多摩川の方を望む＞ 
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昭和 49（1974）年 令和３（2021）年 

＜南白糸台小＞ 

＜押立神社＞ 

●＜押立文化ｾﾝﾀｰ＞ 

＜田んぼ道由来碑＞ 

● 

●＜押立渡し由来碑＞ 

＜府中東高＞ 

調
布
市 

     ● 

＜押立体育館＞ 



 

 

 

 

 

 

 

 

書名
しょめい

（本
ほん

の名前
な ま え

） 著者
ちょしゃ

（本
ほん

を書
か

いた人
ひと

） 出版年
しゅっぱんねん

 本
ほん

の背
せ

ラベル 
    

  

いしぶみ草
ぞう

紙
し

 路
ろ

傍
ぼう

の語
かた

り部
べ

たち 改訂版
かいていばん

 府
ふ

中
ちゅう

市
し

文
ぶん

化
か

スポーツ部
ぶ

文
ぶん

化
か

振
しん

興
こう

課
か

／編
へん

 2010 F29/ｲ/ 

      

ふるさとの地
ち

名
めい

 ふるさと探
たん

訪
ぼう

シリーズ 府
ふ

中
ちゅう

市
し

生
せい

活
かつ

文
ぶん

化
か

部
ぶ

／編
へん

 1987 F29/ﾌ/ 

    

ふるさとの道
みち

 ふるさと探
たん

訪
ぼう

シリーズ 府
ふ

中
ちゅう

市
し

生
せい

活
かつ

文
ぶん

化
か

部
ぶ

文
ぶん

化
か

事
じ

業
ぎょう

課
か

／編
へん

 1989 F29/ﾌ/ 

    

府
ふ

中
ちゅう

市
し

内
ない

旧
きゅう

名
めい

調
ちょう

査
さ

報
ほう

告
こく

書
しょ

  

道
みち

・坂
さか

・塚
つか

・川
かわ

・堰
せき

・橋
はし

の名
な

前
まえ

 
府
ふ

中
ちゅう

市
し

立
りつ

郷
きょう

土
ど

館
かん

／編
へん

 1985 F291.3/10/ﾌ 

    
  

府
ふ

中
ちゅう

の風
ふ

土
ど

誌
し

 第
だい

7版
はん

 府
ふ

中
ちゅう

市
し

 1981 F21/ﾌ/ 

    

広
こう

報
ほう

ふちゅう 

昭
しょう

和
わ

57 年 1 月 1 日～ 昭
しょう

和
わ

57 年 12 月 15 日 

※4 月 15 日（第
だい

562号
ごう

）の記
き

事
じ

 

府
ふ

中
ちゅう

市
し

企
き

画
かく

調
ちょう

整
せい

部
ぶ

広
こう

報
ほう

課
か

／編
へん

 1982 F318.5/10/ｺ 

    

府
ふ

中
ちゅう

市
し

史
し

 上
じょう

・ 中
ちゅう

・下
げ

巻
かん

 府
ふ

中
ちゅう

市
し

史
し

編
へん

さん委
い

員
いん

会
かい

／編
へん

 1979 F213/10/ﾌ 

    

府
ふ

中
ちゅう

市
し

の歴
れき

史
し

 新
しん

版
ぱん

 府
ふ

中
ちゅう

市
し

教
きょう

育
いく

委
い

員
いん

会
かい

 2006 F21/ﾌ/ 

    
  

府
ふ

中
ちゅう

まちあるきイラストガイド かぶらぎ みなこ／著
ちょ

 2021 F291.3/10/ｶ 

    

武蔵
む さ し

名
めい

勝
しょう

図
ず

絵
え

 植
うえ

田
だ

 孟
もう

縉
しん

／著
ちょ

 1993 F291.3/01/ｳ 

    

東
ひがし

大和
や ま と

市
し

史
し

資
し

料
りょう

編
へん

 9  

道
みち

と地
ち

名
めい

と人
ひと

のくらし 
東

ひがし

大和
や ま と

市
し

史
し

編
へん

さん委
い

員
いん

会
かい

／編
へん

 

1999 F213/33/ﾋ 

    

国
こく

分
ぶん

寺
じ

市
し

の民
みん

俗
ぞく

 4 停
てい

車
しゃ

場
ば

の民
みん

俗
ぞく

 

国
こく

分
ぶん

寺
じ

市
し

文
ぶん

化
か

財
ざい

調
ちょう

査
さ

報
ほう

告
こく

 第
だい

38 集
しゅう

 
国
こく

分
ぶん

寺
じ

市
し

教 育
きょういく

委
い

員
いん

会
かい

／編
へん

 1994 F380/25/ｺ 

    
  

もっと知
し

りたくなったら読
よ

む本
ほん

のリスト 

 

「府中の道」 こども府中はかせ No.12 

2022 年 3 月発行 

府中市立図書館 編集・発行 

https://library.city.fuchu.tokyo.jp/ 

 

さがしている本
ほん

が見
み

つからない時
とき

は、 

図
と

書
しょ

館
かん

の人
ひと

に聞
き

いてみよう。 


